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qaatdasand aadaum qtaab nadafand sandazi da aadapaadasb
小さく無い争いで所有家は小さいだけであった。
豊かではないが国土は可能だった。支配の隅で成長した。

sand dasaar aab sand aatb faab umsb said ftsar
国土は出入りの土地が全てで、国土に人を増やし、
良い家の国の長老は地元の農地だった。

badar sand aaqab sbada said sand k badaqtb qa
農地に従い国土から人が離れ、助けた長老の国土は後に、
自立国のそばで少し大きかった。

daraar aadar sdar aaand nadafaadar aab saada sand
農地はやがて所有農地になり集まった農地は納まった。
長期でない農地は全て様々に争った。

aadaqaab sand bab aadar nadaqand said saadaum sakz
幾らか自立希望の国土の領土は所有農地だった。
奴連合の長老は様々な家を強く集められた。

daqaaad aadaum baaum saafab
自立への助言で所有家は成り行きで、様々な遠い人とした。
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qbada padak bat batand dafbaaadar said baqab k dasad
小さな約束は離れて強くなり、次々と多くなった。
変革した幾らかの農地の長老が指導者となり後に出入りの助言をした。

dafaadaum sand sand fadasand nadafand dafaab s baar
長期の家の国土が次々にでき、辛い争いで年上が居なくなった。
長期間集まって土地に従った。

nadafaab gab kqtb aadafab sand faand sand
長期間でないが砂利の後の小さな国だった。
他の遠い人の国土は辛かったが国土であった。

bada qtdaum aadar aadaum sand fadaum fdaum sa ar
約束の小さな家は所有農地にあり、所有家の国土であった。
小屋は辛い家で、その他は土地(原野)であった。

daum bada aab
(国)家は約束が全てだ。( 怒りの表現のため、薄字にしたのでしょう )

このページの下隅に４７のような文字が見えますが、
これが最初からあったとしたら、 umb となり、色々な人の意味になります。


